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平成２２年度 多摩区協働推進事業 実施結果 
 

 

 

 

 
 

事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

１－１ 多摩区安全・安心まちづ

くり推進事業 

 

【地域振興課】 

区民・地域、警察、行政が連携し、防犯、防火、交通安全、放

置自転車対策等に取り組む推進体制を整備し、安全・安心に関す

る情報の提供、のぼり旗、パトロール用ベスト等の提供、路面標

示や立看板等の設置、維持管理等を通じて、区民が安全で安心し

て生活できるまちづくりを推進することを目的としている。 

 地域が一体となった地域防犯活動を強化し、犯罪抑止につなげ

る取組を行う。また、子どもの非行防止と犯罪被害防止の両面か

らの取組行う。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：多摩区安全・安心まちづくり推進協議会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１７年度 

 

○ 防犯出前教室（万引き防止教室）の開催（延べ１，

９２８人）（年１０回） 

○ パトロール用ベストの貸与（１０７着）、のぼり旗

の貸与（ポール１１２本、旗２１２枚）（通年） 

○ 防犯セミナー「女探偵ナオミの防犯教室～防犯の心

構えと実践」開催 １３０人 

○ 必要箇所への路面標示や看板の設置と活用による地

域環境の改善（通年） 

○ 振り込め詐欺防止の啓発活動（通年） 

○ 区内各駅周辺で放置自転車、違法駐車対策キャンペ

ーン（年延べ３０回） 

○ 多摩区安全・安心まちづくり推進協議会のホームペ

ージの更新（年１回） 

 この事業は、区民の生命や日常のくらしを守るという

安全な地域社会の確立を目指したものであり、重要性が

高く、社会的ニーズも高い。 

 実施方法については、地縁のまとまりを基盤とした多

摩区安全安心まちづくり推進協議会に委託を行ってお

り、各団体とのネットワークを活かし、地域の抱える課

題を早期発見、解決することが可能であり、また、地域

の課題を地域住民自らが解決することにより、自助意識

の高揚を図ることができ、地域力の向上という点で費用

を上回る社会的効果をもたらすことができるので、効率

的である。 

 当該事業の実施により、防犯・防火・防災・交通安

全・放置自転車対策の各分野において、啓発活動、イベ

ント等を催し多摩区内の安全・安心な地域環境づくりを

推進した。 

 

予算額：1,810,000円 

決算額：1,763,494円 

 

１－２ 市民防災活動支援事業 

 

【地域振興課】 

 地域住民の防災意識の向上と地域防災活動の中心的な役割を担

う自主防災組織の育成に努め、防災に関する実践的な講座や救急

員養成講座のほか、防災フェアの開催、避難所運営会議の充実等

を通じて、地域の防災力を強化することを目的とする。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：多摩区自主防災組織連絡協議会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１８年度 

 

○ 救急員養成講座 

１２月９日に多摩区役所で開催（１１人参加）。 

○ 防災対策セミナー 

１月２８日に多摩市民館で開催（１２０人参加）。 

○ 防災フェア 

３月２日に多摩区役所・多摩市民館で開催（３０５

人参加）。 

○ 避難所物品補助 

区内全２１避難所に担架を配備した。 

○ 避難所訓練活動 

７月２８日に合同運営会議を多摩市民館で開催（１

５３人参加）。各避難所における運営会議は通年で

延べ３８回開催（延べ９２８人参加）。 

 

 この事業は、災害に強い地域体制づくりを目指したも

のであり、重要性が高く、社会的ニーズも高い。 

実施方法については、地縁のまとまりを基盤とした多

摩区自主防災組織連絡協議会に委託を行っており、ネッ

トワークを活かした地域防災力の向上が可能であり、ま

た、地域の課題を地域住民自らが解決することにより、

自助意識の高揚を図ることができ、地域力の向上という

点で費用を上回る社会的効果をもたらすことができるの

で、効率的である。 

当該事業の実施により、区民や自主防災組織に対し

て、各種イベントを開催することで、防災意識の向上及

び災害に強い地域体制を拡充した。 

 

予算額：1,316,000円 

決算額：1,284,987円 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 安全で快適に暮らすまちづくり事業費     予算額 ３，１２６，０００円   決算額 ３，０４８，４８１円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

２－１ パサージュ・たま事業

（旧ふれあいデー事業） 

 

【地域保健福祉課】 

多摩区内の障害者団体並びに生活支援や就労支援を行ってい

る障害者施設及び作業所等の普及啓発活動（活動紹介、作品の

展示販売、作業実演、相談等）を通じて、多くの区民に障害福

祉への理解と関心を深めてもらうとともに、障害者が地域社会

とのつながりを持つことを目的として、月１回程度、区役所総

合庁舎アトリウムを利用して開催する。 

 市政だより、ホームページ、チラシの施設・作業所での配付

等により広報を行う。 

 

■事業対象：区内障害者施設とその利用者及び一般区民 

■実施主体：区役所地域保健福祉課 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成２０年度 

 

○『パサージュ・たま』の開催 

  ８月を除き、毎月１回、多摩区役所アトリウムにて

年１１回開催。延べ１００団体が参加。 

  また、自主的な運営を目指し、準備や片付けを容易

にできるよう移動可能な折りたたみ式の机を購入し

た。 

○『パサージュ・たま』運営委員会の開催 

  障害者と関わる１８団体で構成し、年４回開催。実

施結果の報告、開催日及び普及啓発方法などについて

検討した。 

○広報の実施 

  市政だより及びホームページに適宜掲載。チラシは

開催当日及び各団体の施設・作業所、また保健福祉セ

ンター窓口にて配付している。区民に対して『パサー

ジュ・たま』の一層の周知を図るため、看板を作成し

た。また、平成２２年度末に各団体の活動状況を掲載

した広報誌を５，５００部作成し、２３年度当初に区

内町内会・自治会で回覧した。 

 

区役所アトリウムにて『パサージュ・たま』を実施す

ることは、障害福祉に関する普及啓発の一環として有効

である。同じ地域に住む住民と障害者がお互いに関心を

持ち、理解しあうことは、充実した生活を送る上で重要

であるが、障害者施設及び作業所等が普及啓発活動を行

える場はごく限られている。『パサージュ・たま』は、

区民の多くが利用する総合庁舎のアトリウムという通路

状の性質を有効に利用し、障害者自身と多くの人々が直

接関わりあえる場を提供している。また、定期的に実施

することで、区民に対する周知も図られ、『パサージ

ュ・たま』を目的に来庁する方もいる。 

当事者からは「作業を実際見ていただけて嬉しい」

「多くの人とのふれあいが次の仕事の励みになってい

る」「毎月参加できる場があることが嬉しい」という声

が多く、来庁者からは励ましの声かけや、商品に対する

リクエスト、次回の開催日に関する質問などがあった。

作業所等からは「積極的に相手と関わろうとするように

なった」「参加に意欲を示し、商品名や価格を覚えるよ

うになった」「もっと上手にがんばる！と活動に対する

大きな力になっている」などの声があり、定期的に開催

される『パサージュ・たま』に参加することで、当事者

は従来以上の意欲と活力を持ち、住民は興味や関心を示

すようになっている。 

 

予算額：531,000円 

決算額：509,749円 

 

２－２ 健康づくり推進事業 

 

【地域保健福祉課】 

多摩区の特色を活かした場所、もの等により幅広い世代が交

流し、食に対して、また健康づくりに対しての普及啓発を目的

とする。 

○健康づくり普及啓発イベント1回  9月中1週間実施 

○食育イベント1回  11月実施 

○区民向け講演会1回（交流会含む）  10月実施 

 

■事業対象：区民及び区内在勤・在住者 

■実施主体：区役所地域保健福祉課 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成２０年度 

 

○ 健康づくり・介護予防に関して地域で活動する団体

の紹介・交流を行う機会として「多摩区健康フェス

タ」を実施。「多摩区健康フェスタ実行委員会」とし

て15団体が参加。9月6日～9月11日、会期中延べ1740人

参加。 

○ 食育イベントとして、小学生と保護者を対象とした

「食育の秋inよみうりランド～サトイモ掘りと芋煮会

～」をよみうりランド・ＪＡセレサ・ＪＡセレサ女性

部・生産農家・ウオーキングボランティア・食生活改

善推進員・専修大学学生とともによみうりランド内で

実施。11月6日、46名参加。 

○ 「食育講演会及び交流会」として、区民を対象にし

た講演会、食育推進団体等の食育実践報告、意見交換

会・食育パネル展示を行った。また食育交流会冊子を

配布した。10月12日、41名参加。 

 

健康づくり推進事業は地域の活動グループ等と協働

で、地域の人材や資源を活かしながら、子どもから高齢

者まで幅広い層を対象に、健康づくり・介護予防・食育

に関して普及啓発を行っており、多摩区民にとって非常

に意味のある事業である。 

食育イベントにおいては、よみうりランド、ＪＡセレ

サ菅支店・ボランティア生産農家等と協働で実施してい

るため、サトイモ畑、苗、生育費用、会場費等の経費出

費が抑えられ効率的に事業が実施できた。 

これらの事業は多くのボランティア団体や多摩区内の

企業等、また大学生グループとともに企画運営するなか

で、健康づくり・介護予防・食育の地域課題を共に考

え、多摩区内のネットワークづくりに役立っている。 

 

予算額：298,000円 

決算額：151,234円 

 

Ⅱ 幸せな暮らしを共に支えるまちづくり事業費     予算額 ８２９，０００円   決算額 ６６０，９８３円  
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

３－１ 多摩区こども総合支援連

携会議 

 

【こども支援室】 

多摩区における子どもに係る市民活動団体・グループと区内

子ども関連施策実施機関とのネットワークを形成し、相互に連

絡調整機能の強化を図る。また、庁内の検討会議と連動し「多

摩区こども支援基本方針」に基づいた各団体・機関・関係部署

の活動計画を顕在化し、各事業の連携を図る。 

 

■事業対象：区内の子育て支援関係機関・団体・グループ 

■実施主体：区役所こども支援室 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成１７年度 

 

○年間3回（6月・10月・2月）の会議を実施 

○各機関・団体の情報交換 

  多摩区こども支援基本方針（たまっこプラン）に基

づく実行計画の検討、活動状況調査を行い、多摩区の

子ども・子育て支援事業計画を策定 

 

○ 会議における討議及び区内の子育て支援事業等を具

体的に調査し、「多摩区の子ども・子育て支援事業計

画」を策定した。 

○ 調査においては、区内の子育て支援活動の状況が細

部にわたり把握できた。 

○ 事業計画策定の経過において各機関・団体で互いの

活動の取組状況の理解や課題の共有化等を図りながら

行ったことが、出席者や関連団体等との連携を推進す

る上で効果的であった。 

 

予算額：502,000円 

決算額：413,105円 

３－２ 多摩区幼・保・小連携事

業 

 

【こども支援室】 

○ 発達の連続性を踏まえた子どもの育ちや一人一人の子ども

の成長を一体的に支援するために、区内の幼稚園・保育園・

小学校が連携を図り、情報交換や保育体験等を実施し支援体

制作りを進める。 

○ 連絡会や交流事業を通し、私立幼稚園、公私立保育園、及

び小学校の職員が相互に理解を深め、幼児・児童に関する諸

課題等について話し合い、情報共有や交流を行いながら、相

互協力・連携を進める。 

 

■事業対象：区内の幼稚園・保育園・小学校 

■実施主体：区役所こども支援室 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成１８年度 

 

○年間を通して小学校ごとにおける園児・児童の交流実

施 

○５～７月 ９～２月 

幼稚園・保育園教職員の小学校授業参観、行事参

観、情報交換への参加（延べ４０６名） 

○７～８月 小学校教諭の保育園実習参加（６小学校１

６名） 

○６／１１，１／２１実務担当者連絡会  ２／２４代

表者連絡会議開催 

○ちらし「生活リズムをつくりましょう」を作成し、区

内全小学校・関係機関へ配布（入学予定者対象） 

 

「小１プロブレム」への対応の必要性から、子どもの

発達の連続性に着目した教職員同士の情報交換や子ども

同士の交流等、年間を通じて様々な取組をしてきた。就

学時における悩みや不安は保護者・子どもたちとも根強

く、就学へ向けての対応等について各機関の連携の必要

性が増している現状の中で、実務担当者による連絡会は

有効な情報共有ができ成果がある。 

今後については、新規の認可保育園の参加も加え、今

まで連絡会に参加していなかった保育園が参加すること

で地域における連携の充実をさらに図ることができると

考える。また、事業をさらに充実させるよう連携体制作

りの場や機会の設定、相互の情報発信を進める。 

会議の時間設定については、幼稚園、保育園、小学校

の生活時間に違いがあるため、調整が難しいことが課題

である。また、日頃の交流の充実を図ることも望まれる

が、地域差も見られる。さらに、子どもの育ちをつなぐ

ために、再度、連携の在り方についても見直しを図って

いく必要がある。 

 

予算額：156,000円 

決算額：143,434円 

     

Ⅲ 人を育て心を育むまちづくり事業費     予算額 １３，１３３，０００円   決算額 １２，１６２，１４４円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

３－３ こども・子育て普及啓発

事業 

 

【こども支援室】 

地域子育て支援施策として、社会が一丸となって子育てを支

援していく地域づくりを目的に学習会や催し等を実施する。 

 子育て支援者を対象とした各種研修や地域全体に向けての子

育てへの理解を深めてもらう普及啓発、子育て中の親等を対象

とした子どもに関する講座や子育て不安及びストレスの軽減を

図る催し等を地域子育て支援者や団体とともに企画・実施する

他、２２年度からの取組みとして、多摩区こども総合支援連携

会議等で出された地域課題（父親の育児参加、地域理解等）を

テーマにした課題対応型事業等も実施。 

 

■事業対象：区内の親子・子どもに係る機関 

■実施主体：区役所こども支援室 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成２０年度 

 

○「パパとママの育児力講座」 

８／２８（保護者対象６６名参加） 

○幼稚園・保育園教職員研修 「子どもの発達―支援の

立場より」 

 ９／１５ １０／１３ １１／２４ １２／１５ 

（２４０名参加） 

○講演会「発達障害を理解し、すこやかに育むために」 

１０／８ １０／１４ １０／２１（保護者対象 

１１８名参加） 

○講演会「元気をもらおう子育て応援の詩」 

１／１５（親子対象 ７６名参加） 

 

地域住民や子育て支援機関・団体及び子育て中の親等

を対象に子どもの成長・発達に係る様々なテーマについ

て、専門分野の講師等を招き普及啓発研修の機会を多く

設け、事業の推進が図られた。 

平成２０年度 ３回開催３１７名参加、平成２１年度

３回開催３８８名参加、平成２２年度は、子育ての地域

課題としてあがっている父親の育児参加・発達障害の理

解やかかわり方等をテーマに４回開催 ５００名という

多くの参加があった。 

関係機関・団体等の連携やネットワークの場で区の課

題としてあげられたテーマへの対応も行うことで、課題

の顕在化及び共有やネットワーク間のさらなる連携協力

への一助としながら事業を効果的に実施できた。平成２

２年度、発達障害をテーマに９月に４コマで開催した幼

稚園・保育園職員等研修では定員を超える申し込みがあ

り、昨年度に重ねてさらにニーズの高まりが見られ、今

後は開催数を増やす等、一層の充実を図っていきたい。

人権関連等、普及啓発的テーマでの実施回について

は、一人でも多くの区民に趣旨を理解してもらうために

も広報の充実や開催方法の工夫等を図る必要がある。 

 

予算額：287,000円 

決算額：140,875円 

３－４ 親と子の集いの場づくり

事業 

 

【こども支援室】 

地域の保護者の育児不安やストレスの軽減を図るため、身近

な場で親子遊びや育児相談、仲間づくり、情報提供などの支援

をし、地域子育て支援ネットワークへつなげていく機会とす

る。 

○「ママとあそぼうパパもね」事業 

  区内4地区4会場にて公立保育園・民生委員主任児童委員・

地域子育て支援センターにししゅくがわらとの協働により、

子育てのフリースペースを開催し親子のふれあい・交流・育

児情報・相談の場を提供する。 

○子育て安全マット・玩具貸し出し事業 

区内の子育てグループ等の活動支援のため、安全マットや

玩具を貸し出しこどもの遊びや保育活動の利用に供する。 

 

■事業対象：区内における乳幼児と保護者 

■実施主体：区役所こども支援室 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成１９年度 

 

○ 平成22年4月～23年3月  4地区4会場にて各10回実

施。 

２，８９９人参加。 

  会場名 ①すかいきっず（登戸地区）②生田道院

（生田地区）③中野島こども文化センター（中野島地

区）④菅こども文化センター（菅地区） 

○ 親子の交流や身近な育児相談に専門職（看護師・栄

養士・保育士）が対応。また、お誕生会、体操、歌や

手遊びを毎月実施ほか親子に対する交通安全教室を実

施。9月はたまたま子育てまつりに参加、1,083人の参

加があった。 

  3月は地区ごとに親子ミニコンサート等の催しを開催

した。（中野島地区は地震のため中止） 

○ 子育て情報として専門職による「子育てワンポイン

ト」等多摩区の子育て情報を毎月発行した。 

○ 安全マットや遊具の貸し出しの拡大を行い、地域子

育て支援事業への環境を整備した。 

○ 地域担当者会議年4回、公立保育園園長会と主任児童

委員との連絡会を年2回実施。 

 

年間計画に基づき、各会場10回ずつ「親と子の集い」

を開催できた。また、「たまたま子育てまつり」参加や

「交通安全教室」、「親子ミニコンサート」等も実施し

た。地域の子育て支援団体との協議も活発に行い、会場

提供や運営スタッフ等地域との協働が機能し、参加者増

等事業の成果へとつながっている。また、多くの参加者

からは、この事業に対して評価を得ている。 

 昨今の核家族化の進行が、子育て中の親の孤立化を深

刻にしている。このような現状の中で、孤立化をふせぎ

仲間づくりや地域子育て支援ネットワークへとつながっ

ていくことができる本事業に対し、参加人数増からも分

かるように区内親子のニーズは高まっており、さらなる

事業の拡充が求められている状況である。 

 また、大地震のあとは緊急事態に対するスタッフ間と

の共通認識を持ち、避難場所や非常持ち出しなど機会あ

るごと様々な保護者の不安に対応した。 

 

予算額：617,000円 

決算額：566,619円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

３－５ 多摩区「親と子の育児

園」事業 

 

【こども支援室】 

０歳から３歳までの家庭で保育をしている親子を主な支援対

象として、子育てについての学習や交流、子育て支援での相談

や情報提供等の機会を提供し子育て力を養うとともに、リフレ

ッシュや仲間づくり等を行いながら地域における子育て支援ネ

ットワークへつなげるとともに、地域での子育て力を高めるた

めの取組を行うことで、早期虐待予防施策の一助とする。 

 

■事業対象：区内のこども（３歳まで）と保護者 

■実施主体：区役所こども支援室 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１８年度 

 

○実施期間：平成２２年５月から平成２３年２月 １８

回開催 

 会場：多摩市民館、生田中学校特別創作活動センタ

ー、生田小学校体育館 

○０歳から３歳の子どもと保護者を対象に、年齢別に３

クラス設け各々のプログラムを立て実施 

親子あそび（各クラス５回程度）、親講座（各クラ

ス６回程度）、季節の行事（４回程度）、製作活動

（２回程度）運動会等 

各回ごとに参加者に感想を記入してもらい、毎回の

実施評価をして次回の参考とした。 

○参加状況 ０歳児（１５組） １歳児（２０組） ２

～３歳児（２５組）  

延１，７９２人参加（内 父親延３３１人） 

 

○ 就園前の子育て家庭のニーズとして、子育てに関す

る学習・相談・交流の要望が高い中、その要望を盛り

込んだプログラム構成をし、参加者に好評であった。

○ 子育て中の親の孤立化の予防という点から保護者同

士の交流の場として効果的で、家族同士の仲間づくり

の場にもなった。 

○ 父親の育児参加が求められる中、土曜日開催という

こともあり年々父親の参加が増えている。 

 （父親出席状況 18年度 22.2%、19年度 22.5%、20年

度 309%、21年度 45.2%、22年度 50.0%） 

○ 発達面等で支援が必要な子どもや、個別の育児支援

が必要な保護者に対しては子ども支援室の相談につな

げ、個別支援と育児園のグループ支援を効果的に行っ

た。 

 

予算額：1,582,000円 

決算額：1,581,549円 

３－６ 親育て・子育て支援者養

成事業 

 

【こども支援室】 

虐待予防と地域の子育て支援体制の拡充のため、親自身の育

児力を養い、同時に子育て支援者を養成し地域のコミュニケー

ションと子育てネットワークづくりの一助とすることから、行

政職員や専門家等による集中講座を開催し、地域子育て活動支

援者を養成する。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所こども支援室 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成２０年度 

 

○２２年６月から１１月まで全２０回 

  基礎講座７回（子どもの発達、救急法など） 

養成講座８回（コミュ二ケーション技術など） 

実習・見学５回 

修了者との交流会２回 

○受講者 ２４名 

  今後の支援活動について（１８人から回答） 

すでに活動中（３人） 活動予定がある（３人）

活動希望あるが活動先未定（２人） 検討する（１０

人） 

 

○ 参加者の１/３が子育て支援活動に参加する結果と

なった。 

○ 受講者の感想からも基礎学習から支援者養成のステ

ップアップと段階を踏まえて行われ、その積み重ねが

親の育児力を高め、また支援者としての契機づくりと

向上を図る場となり効果的な講座であった。 

○ 子育てに悩む保護者が70～80％いる状況で子育て支

援者の養成は継続的実施が必要である。 

 

予算額：998,000円 

決算額：978,249円 

３－７ 多摩区子育て支援パスポ

ート事業 

 

【こども支援室】 

区役所と区商店街連合会との協働により、区内の子育て家庭

の経済的負担の軽減及び地域でのコミュニケーションや見守り

体制を充実するとともに、区民の地元商店街への関心と購買力

を高め、商店街の活性化を図る。 

（内容）区内商店街の協賛店で買い物をする際、多摩区子育て

支援パスポートを提示することにより、割引などの特典

をうけることができる。 

 

■事業対象：妊婦及び0歳から18歳までの子どもを持つ家庭 

■実施主体：区役所こども支援室・多摩区商店街連合会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１９年度 

 

○22年度新規パスポート発行数 1,437世帯（トータル

7,371世帯） 

新規に宿河原駅前商店会（6件）が加盟 

○地域啓発として子育てまつりでの抽選会（参加者数

500人） 

区商店街連合会とのイベントの協働実施（子育てプ

レミアム商品券広報） 

11月（30人53セット） 

○協賛店ガイドの改訂版の発行 

○広報：協賛店ガイドを多摩区ホームページに掲載、協

賛店からの子育て応援メッセージと商店のPRを

掲載 

市政だより、一般紙、タウン紙に記事の掲載 

 

○ 新規に宿河原駅前商店会が加盟し、協賛店の拡大と

なった。 

○ ホームページの掲載、地域紙への掲載等により区民

への広報を行った。 

○ 商店の割引や景品は利用者から喜ばれている。 

○ 子育てまつりにおいて取り組んだ抽選会とパスポー

トの発行は、商店街の用意する景品が好評だったこと

もあり盛況で、パスポートも多く発行することができ

た。また、この取組みは商店街が子育て支援に取り組

んでいるというアピールになった。 

 

予算額：725,000円 

決算額：722,680円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

３－８ 多摩区こども総合支援に

係る情報収集・発信事業 

 

【こども支援室】 

 核家族化、地域コミュニティの希薄化、さらに外出等情報収

集機会が少ない等の子育て家庭の事情を踏まえ、区内の子育て

情報を収集し、多様な手段で提供することで育児不安の軽減及

び地域子育て支援体制へとつなげる機会とする。また、地域子

育て関連団体の広報面での活動支援を行うとともに、区民や地

域団体と協働で地域情報の積極的な収集・発信を行うことで、

活動・交流支援や子育ての分野での地域コミュニティの活性化

を図る。 

○地域子育て情報収集及び子育てブック作成事業 

妊娠期～概ね18歳の子ども及び子育て家庭を主な対象に、

子育て全般に関して、公共・行政情報だけでなく地域・民間

情報も含めて情報を収集・更新する。そのうち妊娠期～就学

前後の子育て家庭を主な対象に支援制度や地域情報等全般に

ついて紹介する冊子を作成する。 

○ホームページでの子育て情報発信事業 

・子育てカレンダー事業 乳幼児期の親子を主な対象とし

て、気軽に当日参加できる広場型の催しを中心に、カレン

ダー方式で情報を提供する。 

・子育てＷＥＢ 妊娠期～概ね18歳の子ども及び子育て家庭

を主な対象に、子育て全般に関して、公共・行政情報や地

域・民間情報を体系的に紹介する。 

○地域子育て情報の収集・広報及び交流支援事業 

区内親子に対し、施策や事業等の子育て支援情報提供や広

報、アピールを行う。また、地域の親子サークルや子育て支

援団体に対し、地域への紹介・地域理解や活動アピールの支

援として、各団体や催しの案内について掲示、配架、印刷等

の広報支援を行う。 

 

■事業対象：区内の妊婦～こどもを持つ家庭 

■実施主体：区役所こども支援室 

■事業形態：一部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１７年度 

 

○地域子育て情報収集及び子育てブック作成事業 

  地域の子ども・子育て支援に係る、公共・行政情報

及び地域・民間情報について、年間を通して収集、更

新する。娠期～就学前後までを中心とした冊子「多摩

区子育てブック」（A5,64頁）を4,000部作成し、母子

手帳交付者、乳幼児期までの区内転入者、関連機関・

団体、希望者等に配布した。 

○ホームページでの子育て情報発信事業 

・子育てカレンダーについて、年間を通し隔月で更新

を行った。 

・子育てWEBについて、年3回の更新及び年1回の内容の

拡充・全体のメンテナンスを行った。 

○地域子育て情報の収集・広報及び交流支援事業 

  こども支援室の案内を作成し（A4,三つ折、両面カラ

ー）、区内の新小・中1年生及び子育て支援機関、関係

者に配布し、相談窓口や事業紹介を行った。 

  区内の子育て団体等の催しや団体の広報について、

掲示板やチラシ棚等での広報協力を行った。 

 

○地域子育て情報収集及び子育てブック作成事業 

内容や構成・目次等を変えてリニューアルを行っ

た。4ページ拡充し、子育て中の親の意見を編集会議

で取り入れ反映させるとともに、巻頭に多摩区の特徴

的な子育て支援事業や、子育てを応援してくれる方々

として民生委員、主任児童委員やこども会、町会、青

少年指導員、体育指導員等子ども・子育ての関連団体

等の紹介ページを新規に設け、地域全体で子育てを支

援していることのアピールを掲載し、区内で妊娠した

方や乳幼児期までの区内転入者等に広く配布した。 

○ホームページでの子育て情報発信事業 

21年度に子育てWEB全体をリニューアルしたことに

伴い、22年度から子育てカレンダーもWEBの中に配置

して、ホームページ更新事業の一本化を行い効率化を

行った。 

○地域子育て情報の収集・広報及び交流支援事業 

こども支援室の案内（業務・事業紹介）を相談窓口

紹介をメインとして内容・仕様をリニューアルして作

成し（A4,三つ折、両面カラー）、区内の全新小・中1

年生及び子育て支援機関、関係者に配布し、広く周知

を行った。 

 

予算額：1,702,000円 

決算額：1,335,419円 

３－９ 多摩区こどもの外遊び事

業 

 

【こども支援室】 

 

 第１期多摩区区民会議の審議結果を受けて、生活環境や家族

のあり方、ライフスタイルの変化に伴い、子どもを取り巻く環

境も変化していることから、運動場や公園等の広場、周辺にあ

る自然環境の中で子どもの創造力を培う「こどもの外遊び」を

推進し、子どもの知育や子育てを楽しむ場を地域でつくること

を目的とする。 

 

■事業対象：区内の子どもと保護者 

■実施主体：こどもの外遊び事業実行委員会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成２０年度 

 

○6月12日（土）東名宿河原6丁目公園  参加者 約80

人 

 ベーゴマ・木工・しゃぼん玉・お絵かき等 

○8月1日（月）川崎国際生田緑地ゴルフ場  参加者

1,345人 

 ロープ遊び・木登り・ソリ遊び・魚とり等 

○8月29日（日）二ケ領用水（せせらぎ館近く） 魚つか

み取り 参加者約400人 

 魚つかみどり、幼児は簡易プールで魚すくい 

○10月23日（土）菅馬場公園  参加者 136人 

 ブランコ・かまどで焼き物・木工・お絵かき等 

○11月7日（日）多摩区市民健康の森（日向山） 参加者

35人 

 ネイチャーゲーム 

○12月5日（日）五反田神社 参加者  99人 

 ハンモック・しゃぼん玉・川崎かるた・木工・かまど

で焼き物等 

○1月10日（月）二ケ領せせらぎ館 参加者156名 

 凧作り・凧揚げ・そりすべり 

 

事業の実施にあたっては、他の地域団体及び興味や関

心のある区民へ積極的に呼びかけ、実行委員や当日ボラ

ンティアの増員につながった。また、実施形態も実行委

員会主催から、地域の関係団体と協力しながら地域と密

着した外遊びの開催が新たに3か所で実施でき、地域関

係機関団体との連携・協力体制も深まった。また、こど

も文化センターの子ども委員と、地域の高齢者体操ボラ

ンティアとの世代間交流も外遊びを通して図ることがで

き、参加者からは非常に好評を博したところである。 

 

予算額：800,000円 

決算額：799,942円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

３－１０ たまたま子育てまつり 

 

【生涯学習支援課】 

 多摩で安心して子育てができる地域の環境づくりのために、

子育て支援団体・市民グループ・関係行政機関の協働により、

情報ひろば・子育てサークルの活動紹介などの多彩な情報提供

を行うとともに、親子遊びの企画、子育て相談などを通して、

子育て中の親子と地域の方々が“たまたま子育てまつり”で出

会うことで、世代を超えた交流をもつきっかけとする。また、

今年度から「子育てに関する講演会」を別途開催し、保護者に

子育てについての学びの場を設定している。 

 

 ■事業対象：子育て中の親子及び子育てに関心のある市民 

■実施主体：たまたま子育てまつり実行委員会 

■事業形態：一部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１５年度 

 

「第８回たまたま子育てまつり」の開催 

○日程：平成22年9月19日（日） 

○会場：多摩区総合庁舎 

○催物：情報ひろば（地域の子育て支援情報コーナ

ー）、子育てサークルの紹介、AEDを使用した

救命手当法（乳児・小児・成人）、世界の絵

本の読み聞かせ、うきうきわくわくエンター

テイメントショー、ダンボール基地で遊ぼ

う、お父さんと子どものたまりバー ほか 

○参加者：約4,900人 

 

「講演会」 

○日程：平成23年3月6日（日） 

○会場：多摩市民館大会議室 

○講師：北村 年子（ノンフィクションジャーナリス

ト） 

○演目：“ママがもっと自分を好きになる方法” 

○参加者：48名 

 

昨年で第8回を迎え、毎年4,000人を超える参加者を考

えると本事業は区民には定着してきたとものと言える。

多摩区では日常的に子育てを前向きに受け止め、行政の

子育て支援施策に参加する親子と孤立化した親子の隔た

りは依然として生じており、この差を縮める努力が求め

られている。 

地域全体で子育てをモチーフに交流できる場、また行

政として支援していくこの機会は貴重であり、子育て支

援のための情報量も豊富で、親子で楽しめるメニューも

多く取り揃えているため、区民にとっては楽しく過ごせ

る機会である。 

多摩区子ども会連合会・商店街連合会・社会福祉協議

会の協力をいただきながら、区民や多くの市民グループ

と協働し、「笑顔で子育てできる多摩区」をめざして主

催者が協力しあい、一体となって運営にあたっている。

実際に子育て中の親子の関わりも少しずつ増えてきてお

り、子育て支援の環境づくりに大きく貢献している。 

 

予算額：567,000円 

決算額：556,373円 

３－１１ 幼児の発達支援事業 

 

【保健福祉サービス課】 

「言葉が遅い」「多動」など育児に困難さや心配のある幼児

の発達の確認を保護者と共に行いながら、対象児にあった対応

を一緒に考え、楽しい遊びの体験を通して発達を促すことを目

的とする。 

また、保護者同士が交流することにより、育児不安の軽減を

図る。 

1歳半から2歳までと3歳からのグループに分け、保育士・心

理職・言語聴覚士・体育指導員と共にそれぞれ月1回のグルー

プ活動を行う。 

また、心理相談員による個別相談を3歳児健診と併設して行

う。 

 

■事業対象：児の療育に困難さや心配を抱えている親子 

■実施主体：区役所保健福祉サービス課 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成１７年度 

 

○「プーさんキッズ」 1歳半児健診等で相談のあった母

子を対象に実施 月1回 （年12回）  

○「たま遊びの会」 3歳児健診等で相談のあった母子を

対象に実施 月1回 （年12回） 

○「３歳児健診 心理相談員による個別相談」 月3回

（年36回） 

 

従事者の専門性を活かして発達の確認を行い、対象児

にあった対応を助言し、育児不安の軽減を行った。グル

ープは5回参加で卒業とし更なる支援が必要な場合は専門

機関に繋げた。 

 

○ 集団で遊ぶことで見えてくる、対象児の個性や課題

を多職種で確認することで、保護者に対して適切な助

言を行うことができた。また、同じような不安を持つ

保護者が集まることで、子供の見方が変化したり、本

音を話すことができ育児不安の軽減に繋がったという

意見をもらえた。 

○ 各健診で月6～10人程度発達に不安を感じている保

護者がいる。個別相談の形態で実施している心理職に

よる「幼児相談」は１人４５分の相談で、時間予約制

をとり半日３人と人数の制限がある。幼児相談は予約

が入りにくい現状があるがその点を補うことができ

た。 

 

予算額：1,645,000円 

決算額：1,639,305円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

３－１２ 生きがいと楽しさを持

てる子育て交流支援事

業 

 

【保健福祉サービス課】 

 

 

○ 親子が安心して健康診断や予防接種が受けられる環境の整

備をする。 

○ 孤立した育児環境の中で子育てにストレスを感じている親

子が多いため、センター内外で、気軽に集まれる交流の場

（サロン）を設け、集団遊びやグループワークを通して子育

ての楽しさを経験する。 

 

■事業対象：区内の子育て中の親子 

■実施主体：区役所保険福祉サービス課・地域保健福祉課 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成１５年度 

 

○３か月児健診・１歳６か月児健診・３歳児健診・産後

健診・ＢＣＧ予防接種（月３回×１２か月） 

○ポリオ予防接種（年１０回） 

○育児相談（月１回×１２か月） 

○地域サロン（４地区×月１回×１２か月） 

○育児支援グループ（月１回×１２か月） 

 

上記場面に保育士及びボランティアを配置し、育児支

援を実施した。 

 

○ ３か月児健診・１歳６か月児健診・３歳児健診・産

後健診・ＢＣＧ予防接種（月３回×１２か月）ポリオ

予防接種（年１０回）の各事業に、保育士及びボラン

ティアを配置したことにより、保護者も子どもに気を

とられ過ぎることなく相談することができた。安全

に、かつ安心して健診等を利用できるよう母子をサポ

ートすることができたため、事故が発生することなく

また事故予防にもつながった。第２子の健診に第１子

を同伴してきた母から「今日はボランティアさんはい

ますか。」と尋ねられることもあり、期待度は高かっ

た。 

○ 各グループ月１回の事業ではあるが、参加を楽しみ

にしている親子が多かった。地域の子育てサロンや所

内子育て支援事業に保育士及びボランティアが参加す

ることで、子どもとのかかわり方がわからない母をサ

ポートすることができた。子育ての楽しさを実感して

もらうと共に、同じ地域に住む世代を超えたボランテ

ィアとの交流や親同士の交流を図ることができた。 

 

予算額：1,434,000円 

決算額：1,359,419円 

 

３－１３ 体育指導委員スキルア

ップ事業 

 

【地域振興課】 

 

 

多摩区体育指導委員が各担当区域（①菅②中野島③登戸④宿

河原・堰⑤長尾⑥生田東⑦生田北⑧生田南の８地区）で健康づ

くりの推進役として活躍できるよう指導技術のスキルアップを

図る。 

 

■事業対象：体育指導委員 

■実施主体：多摩区体育指導委員会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１９年度 

 

○参加者 多摩区体育指導委員 

○内 容 聖マリアンナ式筋力アップ体操 

○開催回数 ２回（２月９日、２月２３日） 

○参加延人数 ３２人 

 

体育指導委員が受託者の専門知識・技術を活用するこ

とで、地域に貢献するための健康づくりに対する理解と

技術の向上を図ることができた。 

また、体育指導委員会が主催する事業には高齢者が参

加する市民体力テスト事業や歩け歩け運動もあることか

ら、習得した知識や技術を活用しながら実施することに

より、生涯スポーツに親しむ機会を広めることができ

る。 

 

予算額：295,000円 

決算額：157,500円 

 

３－１４ 多摩区・３大学連携事

業 

 

【企画課】 

 

 

区内に立地する３大学（専修・明治・日本女子大学）の知的

資源及び人材を活用し、大学と地域社会が連携して、実践的な

活動を展開することで、地域社会の様々な課題の解決を図ると

ともに、文教都市としてふさわしい地域社会づくりを目指す。

地域の課題解決に向けたモデル的事業について、大学及び区役

所からの提案や地域からの要望をもとに、多摩区・３大学連携

協議会で協議したうえで、事業化を図り、大学へ委託する。 

 

■事業対象：専修大学・明治大学・日本女子大学及び区民 

■実施主体：３大学連携協議会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１８年度 

 

○「多摩川周辺地域住民のための体験型河川学習コンテ

ンツの開発実施委託」（専修大学） 

区内の小学生５年生で学ぶ、「水のはたらき」につ

いて、体験型の学習教材を作成、実演することによ

り、理解を深めた。 

○「弁当の日による地域連携プロジェクト」（明治大

学） 

商店街、大学生が協力して、小学生がお弁当のメニ

ュー、買い物、調理まで自分で行うことにより食の大

切さを学んだ。 

○「多摩区におけるデジタル地域地図の児童・生徒への

普及活動事業」（日本女子大学） 

  様々な分野にて利用が可能となるデジタル地図の普

及を目的に、小中学校向けのワークショップを行っ

た。 

 

その他、多摩区・３大学連携事業として、「２０１０

多摩区３大学コンサート（観覧者３７０人）」、「多摩

区３大学連携協議会インターンシップ（春季）」、「箱

根駅伝応援事業（１２月）」などを行った。 

 

３大学連携（多摩区・３大学連携協議会）は、多摩区

の大きな特色である。多摩区・３大学連携事業の一環と

して、今後とも大学の知的資源や人材を地域の活性化に

活かしていくことは、行政はもとより、大学及び地域住

民にとっても、大きな意味を持っている。 

事業内容については、区からの一方的な提示ではな

く、多摩区・３大学連携協議会及び各大学との個別打合

せによって、決定している。 

地域住民と大学（学生）がともに地域課題を考えるこ

とにより、地域活動等への関心が高まり、各事業に協

働・参加した区民・関係団体からも、事業の継続を求め

る声が出るなど、当該事業は高く評価されている。 

 

予算額：1,823,000円 

決算額：1,767,675円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

４－１ 里地里山の保全活動事業 

 

【地域振興課】 

 多摩区の豊かな自然環境の維持発展と、区内の青少年に多摩

区の大小様々な森と触れ合う機会を提供し、自然の豊かさや大

切さを体験してもらうことを目的に、生田緑地を会場として各

種の企画を実施する。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所地域振興課 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成２年度 

 

○実施時期 平成２３年３月５日 

○実施場所 生田緑地枡形山広場 

○実施内容 ネイチャーゲーム、バルーンアート他 

○参加人数 ３００人 

 

 例年行われていた「森のまつり」については廃止をし

て、青少年が自然に触れることを目的としていく事業に

変更した。今回は実践型の体験学習をすることを目的と

し、生田緑地の自然環境を実感できるネイチャーゲーム

をメインとした事業となったため、当初の計画よりも規

模を縮小しての開催となった。結果としては、青少年を

中心とした参加者が自然の大切さを知り、また、様々な

体験を通して、多摩区の豊かな自然環境を認識すること

ができた。 

 

予算額：1,843,000円 

決算額： 470,651円 

４－２ カーボン・チャレンジ川

崎エコ戦略関連事業 

 

【企画課】 

 ＣＣかわさき関連事業を市民活動団体などとの協働により

「緑のカーテン大作戦」及び「イベントでのリユース食器を活

用した取り組み」等を実施する。 

○ 「緑のカーテン大作戦」を市民活動団体の協力により実施

し、区民への環境への意識向上を図る。 

○ 「イベントでのリユース食器を活用した取り組み」生田緑

地サマーミュージアムにおいてリユース食器を使用し、使い

捨ての食器の「ごみ」の削減とイベントでの実践を通じて３

Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を基本とした循環

型社会づくりの大切さを広く区民にＰＲする。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所企画課・区民 

■事業形態：一部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成２１年度 

 

○ゴーヤーの種子を配布 

○緑のカーテン大作戦 

○多摩区役所打ち水大作戦 

○イベントでのリユース食器を活用した取り組み 

○多摩区役所職員「一人一エコ宣言」運動 

 

全市的にカーボン・チャレンジかわさきエコ戦略（Ｃ

Ｃかわさき）に取り組んでいる中、多摩区においても、

その基本的な考え方である「多様な主体の協働によりＣ

Ｏ₂ 削減の取り組みの推進」に基づき、ＣＣかわさき関

連事業を市民活動団体などとの協働により実施すること

により、ＣＯ₂ 削減にもつながるため、重要な事業であ

る。 

 

予算額：70,000円 

決算額：68,462円 

４－３ まちかどアメニティ事業 

 

【企画課】 

 

かつて桃栽培が盛んであった宿河原地区において、桃の植樹

を行うことにより、地元愛の醸成や環境教育に役立てる。また

植樹後の管理を適正に行うために、宿河原桃を紹介する案内板

を設置する。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所企画課 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成２２年度 

 

○宿河原桃説明看板作製業務委託 

○緑化センター樹木移植等業務委託 

 

当初、桃の植樹地を市有地（道路用地）に予定してい

たが、緑化センターを植樹地とした。植樹にあたって

は、地元活動団体が自主的に管理を行っていくこととし

た。 

 

予算額：3,017,000円 

決算額： 232,050円 

 

Ⅳ 環境を守り自然と調和したまちづくり事業費     予算額 ４，９３０，０００円   決算額 ７７１，１６３円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

６－１ 観光振興・タウンセール

ス推進事業 

 

【地域振興課】 

 

【目的】 

 多摩区を豊かな自然や文化財と身近に触れ合える新しい観光エ

リアとして広報宣伝し、川崎市のイメージアップを図りながら観

光客の誘致に努めるため、多摩区観光推進協議会と連携して賑わ

いと魅力あるまちづくりを推進する。 

【内容】 

 観光事業の発展及び観光客の誘致を図るためのキャンペーンを

円滑・効率的に推進し、区内の観光・商業・文化等に関係する団

体及び個人並びに区民の連携・連帯の促進を図る。 

 

■事業対象：区民及び近郊都市住民  

■実施主体：多摩区観光推進協議会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１９年度 

 

○観光キャンペーン事業  多摩区民祭でのPR、狛江市

民まつりでのPR 

○戦略観光ポスター発信事業  JR首都圏主要駅観光誘

致ポスターの掲出 

○観光ガイドマップ発行事業  多摩区観光ガイドマッ

プ発行 

○多摩区観光ホームページによる情報発信事業  観光

情報ホームページの整備（観光情報の更新） 

○地域観光・商業基盤整備活動支援事業 

地域の団体・組織が主催している伝統芸能の披露や

イベント等において、その宣伝ポスターやチラシの制

作といった、主に広報面での支援。 

〔支援した主な行事〕 

・多摩川桜のコンサート(４月) ・長尾の里あじさ

いまつり(６月) ・民家園通り商店会夏まつり(７

月) ・菅の獅子舞(９月) ・武州稲毛七福神めぐ

り(１月) 

○調査研究事業  多摩区まちづくりワークショップの

開催（延べ80名参加） 

 

○ 豊かな自然や文化施設等の観光資源が集積している

多摩区においては、既存の観光資源を活かし、区の魅

力の情報発信・広報宣伝等の取組を行ない、交流人口

の増加、賑わいのあるまちづくりを推進していくこと

が必要である。また、観光の切り口から地域を盛り上

げていくための取組を推進していくことは重要であ

る。 

○ 事業推進にあたっては、関係区民や多摩区観光推進

協議会のメンバーとの協働により、効果的・効率的な

手法を検討しながら事業を推進している。 

○ 各種の地域イベントや施設において、観光推進協議

会がＰＲ活動やポスター等の掲出といった支援を行な

うことによって、その集客効果が対前年比で伸びてい

る等、一定の効果を上げている。 

 

予算額：4,938,000円 

決算額：4,820,836円 

 

６－２ 「音楽のまち・かわさ

き」多摩区事業 

 

【地域振興課】 

 

市の施策である「音楽のまち・かわさき」を多摩区でも推進す

るため、区民に音楽芸術を身近に触れる機会を提供し、併せて広

く区民に多摩区の魅力をアピールすることを目的として音楽事業

を実施し、さらなる地域の文化環境の向上と意識の醸成を目指

す。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：「音楽のまち・かわさき」多摩区事業実行委員

会・ＮＰＯ法人多摩川エコミュージアム 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１６年度 

 

○たまアトリウムコンサート 

・日程 奇数月の第３水曜日 

・会場 多摩区総合庁舎１階アトリウム 

（計５回開催、来場者：延べ８５０人） 

○多摩川夕涼みコンサート 

・日程 ８月７日（土） 

・会場 二ヶ領せせらぎ館下河川敷 

（来場者：８００人） 

○子育て応援コンサート 

・日程 ９月１９日（日） 

・会場 多摩市民館ホール （来場者：７５０人） 

 

○ 区内には音楽を愛好する市民によるアマチュア合唱

団、吹奏楽団等が多く存在しており、音楽活動が活発

に行われている。このような区民の音楽活動を支援

し、音楽活動による地域の活性化を図るために区民へ

音楽芸術に触れる機会を提供する事業を推進すること

が必要である。また、区内に存在する多くの人材を活

かし、身近な場所で音楽関係者によるイベントを開催

することにより多摩区に「音楽のまち」として魅力あ

るイメージを定着させ、地域の活性化を図ることが重

要である。各イベントにおける参加者数、参加者の反

応、アンケートの内容等から、年々当事業の存在は区

民へ浸透してきており、区民の興味をひく内容となっ

てきていることが伺える。 

さらに、当事業は地域に住む区民と協働して行うた

め、区民のニーズをつかむことが容易であり、新たな

地域人材の発掘についても効果的である。 

○ 駅前広場等コンサート及び子育て応援コンサートに

ついては、一定の事業効果が達成されたと考え、また

実施場所等の問題もあることから、平成２２年度をも

って終了し、平成２３年度以降は別の音楽事業（たま

音楽祭）を立ち上げる。 

 

予算額：3,313,000円 

決算額：2,308,341円 

     

Ⅵ 個性と魅力が輝くまちづくり事業費     予算額 １４，７０５，０００円（当初予算額 １２，５６７，０００円）   決算額 １２，４５５，８４９円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

６－３ 多摩まちかど祭 

 

【地域振興課】 

 

 区民相互のふれあいと地域の活性化を目指して、区民一人ひと

りが舞台運営の担い手となれるステージショーを区民祭の会場で

開催し、地域コミュニティの形成に役立てる。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：多摩まちかど祭実行委員会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成３年度 

 

多摩まちかど祭（多摩区民祭と同時開催） 

・時期  平成２２年９月２５日（土） 

・内容  区民祭の会場内に設置し、伝統芸能や一般

参加によるダンス、コーラスの披露の場と

なった。 

・参加数 １４演目（楽器演奏、舞踏、歌、寄席等） 

・参加人数 １５２人（大人 ６２人、小人 ９０

人） 

 

 地域に根ざしたより身近な場所において、舞台公演を

することで、区民に文化芸術の発信、交流、鑑賞の場を

提供し、地域コミュニティの形成に役立っている。 

 

予算額：800,000円 

決算額：786,113円 

６－４ 多摩区イメージアップ事

業 

 

【地域振興課】 

 

【目的】 

多摩区のイメージアップを図り、区民の郷土に対する愛着を育

むための住民参加によるまちづくりや、都市間の交流による住民

相互の友好を深め、ふれあいのある地域社会の創造を推進する。

【内容】 

 区民との協働により、上記の目的に沿った各種事業を行なう。

 

■事業対象：区民 

■実施主体：多摩区イメージアップ委員会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成９年度 

 

○区の魅力紹介事業  登戸駅ペデストリアンデッキバ

ナー事業 

○区民参加型コンテスト 『多摩川梨を楽しもう！』 

・日程 ８月２８日（土） 

・会場 多摩区総合庁舎１階アトリウム 

○区の花・木普及促進事業  記念植樹（１、２月）、

区の花普及（通年） 

○交流都市関連事業  南房総のさかな料理教室（９

月）、物産交流事業（９、１０、１１月） 

 

○ 今年度初めての取組となる「多摩川梨を楽しも

う!」については、多くの区民の参加があり好評であ

ったため、次年度以降も区の魅力発信事業として継続

実施していく。 

○ 関係者や区民からの意見として、『観光振興・タウ

ンセールス推進事業』と類似する内容が多いことが挙

げられていたため、当該事業内容及びその実施主体で

ある多摩区イメージアップ委員会のあり方について見

直し・検討を行なった。その結果、区のイメージアッ

プのために今後も必要とされる事業を観光振興・タウ

ンセールス推進事業の一環として継続して実施すると

共に、当該委員会については、委員や関係者の意見も

考慮し、解散することとなった。 

 

予算額：1,147,000円 

決算額：1,088,448円 

 

６－５ 生田緑地エントランスス

ポット管理運営事業 

 

【企画課】 

 

多摩区では、生田緑地等を主体とした観光推進に取り組んでい

るところであり、その生田緑地の玄関口として、生田緑地へ向か

う人々が憩うことのできる空間を提供するとともに、ポスター等

の展示で多摩区の魅力を発信する役割も担っている「生田緑地エ

ントランススポット」について、区内の大学と協働し、フィール

ドワークの機会を提供する形で管理を委託して維持補修を実施す

る。 

 

■事業対象：主に区民 

■実施主体：区役所企画課 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１８年度 

 

 生田緑地エントランススポットに設置したベンチの整

備等、適切な管理を実施した。 

 

生田緑地エントランススポットは、生田緑地の活性化

やまちづくりの視点から、生田緑地への玄関口として製

作・設置されたものであり、当該施設の適切な管理によ

って、生田緑地への案内や観光客への休憩所としての場

を人々に提供することや、当該施設へのポスター等の掲

示により多摩区の魅力を発信することができたため、観

光推進に大きく貢献できた。 

また、設置から５年が経過するエントランススポット

内のベンチ・植栽などを管理・補修することを目的に実

施し、美観の確保及び当該施設の劣化防止につながっ

た。 

 

予算額：168,000円 

決算額：168,000円 

 

６－６ ミニ水族館の維持管理 

 

【地域振興課】 

 

 

多摩区役所を安らぎと潤いのある環境にし、郷土の多摩川をよ

り身近に感じてもらうため、多摩川に生息する魚類を総合庁舎1

階アトリウムに設置した水槽で飼育し、ミニ水族館として来庁す

る区民向けに展示する。また年２回の企画展示を行う（８月：金

魚、３月：二ケ領用水の魚）。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所地域振興課 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成２年度 

 

 多摩区総合庁舎１階アトリウムにおいて多摩川に生息

する生き物を飼育する水槽を２基設置し、年間を通じて

来庁した区民が身近に鑑賞できる場を提供した。 

 

当事業は多摩川に生息する生物を紹介し、多摩区のキ

ャッチフレーズである「水と緑と学びのまち多摩区」の

象徴である多摩川について、区民に理解と愛着を深めて

もらうとともに、区民に行政を身近に感じてもらえるよ

う、多摩区総合庁舎を温もりと潤いのある環境としてい

く必要があることから実施するものである。 

多摩川に生息する生き物を庁舎内に展示することは良

好な自然を次世代に継承していく意識を育み、郷土に対

する愛着や連帯意識を醸成するためにも重要である。親

子連れが水槽を覗いている姿がよく見られ、区民が多摩

区の自然への理解を深め、行政施設を身近に感じられる

きっかけとなっている。 

 

予算額：945,000円 

決算額：756,000円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

６－７ 水辺の愛護活動事業 

 

【地域振興課】 

 

 

 緑豊かな憩いのある水辺づくりの観点から市内河川延長６５ｋ

ｍのうち６割を超える４０ｋｍの河川があるという地域特性を守

り育むため、また、水辺の環境愛護を推進するために、町内会や

商店街、子ども会、市民団体、学校等の参加を得て河川沿いの清

掃活動を協働で実施する。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所地域振興課 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成２０年度 

 

 二ケ領用水宿河原線 水辺の愛護活動 

○実施時期  平成２２年９月２６日 

○実施場所  二ケ領用水宿河原線（東名高速道路高架

下～新船島橋） 

○実施内容  用水沿いのゴミの回収等の環境愛護活動 

○参加者人数 ３５０人 

 

 多摩区内の貴重な資源である二ケ領用水・宿河原線の

河川・水路を、町内会・自治会、商店街、子ども会、市

民団体などと協働し、環境愛護活動を実施していくこと

で、地域における緑豊かな水辺づくりに繋ぐことができ

た。 

 

予算額：229,000円 

決算額： 78,907円 

 

６－８ 郷土芸能推進事業 

 

【地域振興課】 

 

 

 多摩川流域郷土芸能フェスティバルは、かけがえのない貴重な

資源である多摩川を多くの人々に親しんでいただき、関心をもっ

てもらうために多摩川流域に根付き、伝承されている郷土芸能を

一同に集めたフェスティバルを開催し、流域の観光・商業の振興

を図っている。 

 

■事業対象：多摩川流域住民 

■実施主体：区役所地域振興課 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成２１年度 

 

○実施時期  平成２２年１２月５日 

○実施場所  狛江エコルマホール 

○実施内容  多摩川流域郷土芸能フェスティバル 

○参加者人数 ５００人 

 

フェスティバルを開催し、多摩川流域に根付いている

郷土芸能を通じて、多くの方々に多摩川への親しみや関

心をもってもらうことができた。多摩区は、多摩川音

頭・梨もぎ音頭を披露し、流域の観光・商業の振興を図

ることができた。 

 

予算額：100,000円 

決算額：100,000円 

 

６－９ 二ケ領用水竣工４００年

記念事業 

 

【企画課】 

川崎を育んだ「いのちの水」、二ケ領用水が竣工して、平成２

３年３月１日をもって４００周年を迎えた。この４００周年を記

念して、二ケ領用水の役割を歴史的に再確認するとともに、多摩

区民が「ふるさと川崎」の歴史を見直す中で、さらによいまちづ

くりに取り組む一助となることを目的として事業を実施する。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所企画課 

■事業形態：全部委託、当初予定事業・緊急対応事業 

■開始時期：平成２２年度 

 

○「二ケ領用水竣工４００年記念 ～源流のまち多摩区

展～ 」事業実施 

○「二ケ領用水竣工４００年記念 ～源流のまち多摩区

展～ 」記録映画作成 

○二ケ領用水４００年記念看板デザイン制作業務 

○二ケ領用水４００年記念看板設置制作業務 

 

二ケ領用水竣工４００年を記念した展示会を行うた

め、町内会や地域活動団体に呼びかけて「多摩二ケ領４

００年プロジェクト」を組織した。平成２２年１０月１

５日～１７日にかけて「源流のまち多摩区展」を開催

し、展示会やホール公演及びシンポジウムなどに協働で

取り組むことで、区民の二ケ領用水への思いを再認識す

るとともに、今後の二ケ領用水について、区民と行政が

ともに考える機会となった。また、この取り組みの中

で、参加した市民活動団体や学校などの間で連携が生ま

れており、二ケ領用水竣工４００年を契機として市民活

動が盛り上がっていく機会となることができた。 

 

調整後予算額： 

2,538,000円 

当初予算額： 

400,000円 

（緊急対応経費から 

流用： 

2,138,000円） 

 

決算額：1,823,874円 

６－１０ 仮称藤子・Ｆ・不二雄

ミュージアム広報事業 

 

【企画課】 

区民の皆様に広く仮称藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムの開館

（平成２３年９月）をＰＲするとともに、多摩区の新たな観光施

設として地域の盛り上がりを一層高めることを目的に、カウント

ダウンのモニュメントも設置されている登戸駅ペデストリアンデ

ッキにバナーフラッグを掲出する。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所企画課 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成２２年度 

 

藤子・Ｆ・不二雄氏の作品のキャラクターを活用し、

多くの市民の藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムへの関心を

高めるようなデザインとしたバナーフラッグを作製し、

登戸駅ペデストリアンデッキに掲出をした。 

 

藤子・Ｆ・不二雄氏の作品の代表的なキャラクターで

ある「ドラえもん」と重機が描かれ、開館にむけて工事

中であることをアピールするインパクトのあるデザイン

とした。 

多くの新聞・マスコミに取り上げられたこともあり、

登戸駅を利用する人々だけでなく、多くの区民にミュー

ジアムの開館をＰＲするとともに、多摩区の新たな観光

施設として地域の盛り上がりを高めることができた。 

 

予算額：227,000円 

決算額：225,330円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

６－１１ 多摩ふれあいまつりコ

ンサート事業 

 

【地域保健福祉課】 

「多摩ふれあいまつり」は、主催が多摩ふれあいまつり実行委

員会、たまわかくさ（多摩区当事者・ボランティア連絡会）、多

摩市民館、共催が多摩区、多数の後援を得て開催し、障害のある

方やボランティアの団体・グループが、地域で活動している模様

を紹介し、共に暮らすことを願い「バリアフリーわたしとあなた

とこの街と」をテーマに開催している。 

 １０周年記念事業として東京交響楽団の出演は、障害者・児が

楽団の素晴らしい演奏を聴き、一緒に表現すること及び多摩ふれ

あいまつりに多数の区民の参加を得ることを目的とする。 

 

■事業対象：区民及び区内在勤・在住者 

■実施主体：多摩ふれあいまつり実行委員会・たまわかくさ・

多摩市民館 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成２２年度 

 

６月２７日（日）１１時～１５時半まで多摩市民館大

ホールにて、東京交響楽団によるコンサートを開催。 

 

ポスターでの周知等により、「多摩ふれあいまつり」

の集客効果を高め、約４千人もの来客があった。また、

「多摩ふれあいまつり」の１０周年を記念して実施して

いることを、広く区民に伝える効果があったとともに、

障害者・児をはじめとして多くの区民に演奏を聴いても

らい、障害のある人への理解と福祉活動に対する理解が

深まった。 

 

予算額：300,000円 

決算額：300,000円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

７－１ 地域コミュニティの活性化

促進事業 

 

【地域振興課】 

 

 

 町内会・自治会の抱える高齢化、後継者不足等の課題の解決

に役立てるため、町内会・自治会アンケートを実施し地域コミ

ュニティ活性化のための検討を行うための基礎資料とする。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所地域振興課 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成２０年度 

 

○実施時期 平成２３年２月～３月 

○内容   町内会・自治会に関するアンケート（区町

連に加入する９０町会） 

       １ 町内会・自治会の会長について 

       ２ 町内会・自治会の運営について 

       ３ 町内会・自治会の活動について 

       ４ 区役所との関係について 

       ５ 市民活動団体、町内会・自治会との

連携について 

       ６ その他 

 

 町内会・自治会へのアンケートを実施し、地域の抱え

る課題について導き出すことができた。また、次年度以

降、課題について町内会・自治会と協働で検討をし、具

体的な地域コミュニティ活性のための取り組みを行うた

めの基礎資料となった。 

 

予算額：1,607,000円 

決算額： 693,000円 

 

７－２ 磨けば光る多摩事業 

 

【企画課】 

 

 

 区における地域課題の解決や、安全で安心・潤いのある暮ら

しの実現に向けて、区民が自主的、主体的に実施する公益性の

高い活動提案を募集し、選定されたものを区の事業として位置

づけた上で、提案者に委託する。 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：区役所企画課 

■事業形態：一部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１８年度 

 

○めだかの地域大学 

地域住民に対して、保健・医療・福祉などの情報の

提供や、住民が日ごろから練習していることの発表な

ど、合計１１回の講演や演奏会を行った。 

○家庭からのてんぷら油の回収事業 

毎月第３水曜日に、区役所・生田出張所・道路公園

センター及び当該事業に賛同いただいた区民の協力を

得て、個人宅も含めた全２７か所で使用済みてんぷら

油を回収した。（合計９回）また、ＣＯ2削減や資源循

環型のライフスタイルについての講話、回収した油か

ら作られた石けんを使ってのナチュラルクリーニング

講座なども開催した。 

○多摩区公園探検 

調査対象の公園８０か所を選定し、チラシや区役所

でのパネル展示を通じて募集した公園探検隊参加者へ

依頼する形で公園調査を実施した。調査結果や写真な

どを集約し、公園ごとの情報を整理し、ホームページ

へ掲載した。 

 

地域における課題が多様化し複雑化していることか

ら、市民活動団体のノウハウを生かすことにより、各事

業について多くの参加者を集め、好評を得ることができ

た。また、提案事業の審査については、公開プレゼンテ

ーションを実施し、事業終了後に報告会を実施して評

価・検証することにより、事業の透明性の確保及び今後

の事業を実施するうえでの改善点などを明確化すること

ができた。さらに、市民活動団体と協働で実施すること

により、市民活動の活性化を図り、区民と行政との協働

のしくみづくりの推進につながった。 

 

予算額：2,229,000円 

決算額：1,811,708円 

 

７－３ まちづくり推進事業 

 

【地域振興課】 

 

 

区民の自主的活動組織である「多摩区まちづくり協議会」

は、市民活動団体では担えない中間支援的かつ公共的な役割を

実現するとともに、区民と連携を図りながら区内のまちづくり

に関する課題の提起及びその解決のための実践を川崎市と協働

して行う。活動内容は、次に掲げるとおりとする。 

○まちづくりに関する活動の情報を交換する場づくり 

○まちづくりに関する活動を支える情報の収集及びこれらから

得られた情報の区民等への提供 

○まちづくりに関する意見、川崎市から提示されたまちづくり

に関する課題等の協議及び検討 

○まちづくりに関する課題を解決するための企画及び区民等と

の協働によるその実践 

 

■事業対象：区民 

■実施主体：多摩区まちづくり協議会 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成１２年度 

 

 平成２２年度に組織改正を行い、運営体制のスリム化

と運営方法の見直しを図った。具体的な課題解決の実践

的活動としてのプロジェクト活動について検証と整理を

行い、「地産地消の推進」「世代間の交流ができる居場

所づくり」「市民活動団体の連携」の３つのプロジェク

トを中心に情報収集や交流会の開催等具体的な活動を行

った。 

平成２２年７月には協議会委員の会議におけるファシ

リテーション力の向上を目的に研修会を開催した。１１

月には先進的な取り組みを実践する他都市の事例につい

て調査研究するため、横浜市への視察研修を実施すると

ともに、まちづくり活動を行う他団体の視察を受け入

れ、意見交換と交流を行なった。平成２３年２月には、

区内の活発な市民活動を一般市民に広く周知することを

目的に、まちづくり活動発表会を開催し、３つの団体紹

介と各プロジェクトの活動報告を行った。 

また、年4回広報紙を発行し、行政施設だけでなく民間

施設にも配架し、協議会の活動を中心に、市民団体の情

報も発信してきたところである。 

 

行政と市民との協働型社会の実現に向けて、区民や各

市民活動団体の連携を図る中間支援的な役割を担い、幅

広い区民の意見を取り入れた活動を行う等、行政との協

働による市民活動組織として経験を積んできた協議会に

よるまちづくり推進事業は必要と考えられる。 

今後も区民の主体的な参加による問題提起やその解決

のための実践活動を行う場として、また新しい地域人材

の発掘・育成の場としても重要である。 

毎年継続して実施してきた意見交換会や活動発表会を

きっかけとした市民団体同士のつながりもできつつあ

り、継続して活動してきた３つのプロジェクトについて

も、中間支援的な役割を果たしつつ、ある一定の成果を

残すことができ、公共的な役割を担う組織としての活動

の基盤を形成しつつある。 

○たま農マップの発行 ○多摩の居場所ふらっとの開催

○多摩区コミュニティ施設マップの発行（区民会議との

連携） 

 

予算額：4,935,000円 

決算額：4,573,362円 

 

Ⅶ 参加と協働による市民自治のまちづくり事業費     予算額 １７，１０４，０００円   決算額 １０，０９１，４２８円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

７－４ 区民活動支援コーナー運営

事業 

 

【地域振興課】 

 

 

地域課題解決に向けた市民活動団体による活動が活発に行わ

れる中、区民が自発的、継続的に参加し、第３者や社会の課題

解決に貢献する営利を目的としない活動の、自主的かつ自立的

な発展を支援するために、印刷や資料づくり等に必要な備品等

を備えた「多摩区民活動支援コーナー」を多摩区総合庁舎に設

置し、登録した団体及び個人に対し、利用開放する。 

 

■事業対象：区内で活動する市民活動団体 

■実施主体：区役所地域振興課 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成１３年度 

 

多摩区役所７階の会議コーナー、印刷・作業コーナー

及び多摩区役所６階の薬事センター小会議室及び多摩区

役所１階の情報コーナーを「多摩区民活動支援コーナ

ー」として、利用登録を行った団体に対し、無料（印刷

に係るインク・マスター・用紙等の消耗品を除く）で利

用開放した。 

 また、活動支援コーナーをより充実した市民活動の拠

点とするため、利用登録団体からの推薦委員によって構

成される「多摩区民活動支援コーナー利用者会議」にお

いて、活動支援コーナーの機能及び運営方法等について

協議・検討を行った。 

 

地域の課題解決の主体として市民活動の役割が増す

中、区内の市民活動をより充実させるために、市民の活

動しやすい環境づくりや市民の自主的な活動に対する支

援が必要であり、市民活動をより充実させることは市民

自治の観点から区民、行政ともに大きな意味をもたらす

ものであることから、行政によるこれら市民活動の側面

的支援は重要であると考えられる。また、市民活動を活

発化させることを目的として、施設及び機器の整備や充

実並びに地域拠点の整備等の活動支援を行政が担うこと

は、市民自治を推進する観点においては効果的な方法で

ある。 

 

予算額：1,605,000円 

決算額：1,125,494円 

 

７－６ 窓口サービス改善推進事業 

 

【区民課】 

【保険年金課】 

 

 

多摩区総合庁舎を訪れる方々が、目的の窓口等にスムーズに

行けるよう、分かり易く見やすい、庁舎案内サイン等の整備

や、住民異動届出等に区民課を訪れる市民に、手続き方法、必

要書類等が分かりやすい案内カードの作成・配布等を通して、

市民に便利で快適なサービスを提供する。 

 

■事業対象：多摩区総合庁舎来庁市民 

■実施主体：区役所区民課・保険年金課 

■事業形態：全部委託、当初予定事業 

■開始時期：平成２２年度 

 

○１階アトリウムに床面表示、各階ピクトグラムサイン

の設置、エレベーター周辺等案内板設置、液晶モニタ

ーの設置 

○「多摩区総合庁舎のご案内」の作成配布  3,000部

作成 

○区民課（申請・請求・届出）各種「案内カード」作成

配布 

 ・住民異動届 10,000枚  ・印鑑登録関係 8,000枚

 ・保険関係 8,000枚  ・住記カード 8,000枚 

 ・証明書関係 8,000枚   作成 

 

市民に便利で快適なサービスを効果的かつ効率的に提

供する区役所に向けて、区役所に初めて訪れる市民を意

識した行政情報の発信など案内表示（液晶モニターの導

入・アトリウムの床面表示・各階ピクトグラムサイン・

エレベーター内各階案内板等）、総合案内などでの親

切・丁寧な対応に向けた「総合庁舎のご案内」の作成な

ど、市民に分かりやすい窓口サービスの提供ができた。

 

予算額：3,381,000円 

決算額：1,707,789円 

 

７－７ 第２期区民会議関係事業 

 

【企画課】 

 

第２期多摩区区民会議（平成２０年度～平成２１年度）で審

議し区長に提言される審議結果について、区民との協働により

課題解決に取り組む事業について実施する。区民会議の審議結

果に対して平成２２年度から迅速に対応するために、予算を確

保した。 

 

■事業対象：区民・区民会議 

■実施主体：区役所企画課 

■事業形態：直営、当初予定事業 

■開始時期：平成２２年度 

 

○多摩区コミュニティ施設ＭＡＰの作成 

第２期多摩区区民会議にて、地域コミュニティを活

性化するため、小学校、こども文化センター、いこい

の家を活用して世代間交流の促進が提言された。 

多摩区のまちづくり組織である、多摩区まちづくり

協議会では、世代間交流ができるコミュニティセンタ

ーとなりうる施設の調査を、こども文化センターやい

こいの家だけでなく、民間の施設も含めて行った。ま

た第３期区民会議でも、地域の拠点を活かした地域の

コミュニティ活性化の審議が行われており、まちづく

り協議会での調査と、区民会議での審議結果を組み合

わせたコミュニティ交流マップの作成を行った。（３,

０００部作成） 

 

 多摩区コミュニティ施設ＭＡＰは、小学校、こども文

化センター、いこいの家などの公共施設や、施設開放を

行っている民間施設など、様々な地域の拠点となってい

る施設を掲載し、今後のコミュニティ活性化の検討を行

っていく上で、重要なツールとなっている。今後は、第

３期区民会議の審議によっては、市民活動団体の活性化

や、民間施設の掲載を増やしていくことなどにマップを

改定していくことも検討していく。 

 

予算額：3,000,000円 

決算額： 180,075円 
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事 業 名 ［担当課］ 事  業  概  要 実  施  結  果（時期・内容・参加数等） 担当課の事業評価（成果） 事 業 費 

緊急対応経費 

 

 

緊急課題や区民要望に対応すべき事業のための予備費 「６－９ 二ケ領用水竣工４００年記念事業」へ流用：

2,138,000円 

― 調整後予算額： 

995,000円 

当初予算額： 

3,133,000円 

 

決算額：    0円 

 

共通事務経費 

 

 

協働推進事業費の共通事務経費  協働推進事業で共通に必要となる物品（印刷機インク等）を

購入した。 

― 予算額：583,000円 

決算額：562,261円 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 安全で快適に暮らすまちづくり事業費      予算額  ３，１２６，０００円   決算額  ３，０４８，４８１円 

Ⅱ 幸せな暮らしを共に支えるまちづくり事業費   予算額    ８２９，０００円   決算額    ６６０，９８３円 

Ⅲ 人を育て心を育むまちづくり事業費       予算額 １３，１３３，０００円   決算額 １２，１６２，１４４円 

Ⅳ 環境を守り自然と調和したまちづくり事業費   予算額  ４，９３０，０００円   決算額    ７７１，１６３円 

Ⅵ 個性と魅力が輝くまちづくり事業費       予算額 １４，７０５，０００円   決算額 １２，４５５，８４９円 

                      （当初予算額 １２，５６７，０００円） 

Ⅶ 参加と協働による市民自治のまちづくり事業費  予算額 １７，１０４，０００円   決算額 １０，０９１，４２８円 

Ⅷ その他経費 緊急対応経費           予算額    ９９５，０００円   決算額          ０円 

                      （当初予算額  ３，１３３，０００円） 

共通事務経費           予算額    ５８３，０００円   決算額    ５６２，２６１円 

合   計                    予算額 ５５，４０５，０００円   決算額 ３９，７５２，３０９円 

Ⅷ その他経費  緊急対応経費     予算額   ９９５，０００円（当初予算額 ３，１３３，０００円）   決算額         ０円 

         共通事務経費     予算額   ５８３，０００円                     決算額   ５６２，２６１円 


